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1J01 
➨ 3 の⏘業㠉࿨ୗの䡮䢅䢉䢚䡬䡸䡪䢙䢏䡿䢚䢕－䡮䢅䢉䢚䡬䡸䡪䢙䛸消費者のඹ㬆:䢆䢛䡮䢗䡫䢀ᐇ㦂 

 

 
 （ン࣏࢞ールᅜ❧大学ࢩΏ辺༓௫㸦ᮾிᡂ徳大学㸭ۑ

 
1.  ᗎ 
᪥ᮏ௻業は、1980 年௦䜎での工業化᫬の䢆䡮䡿䡴䢌䢓䡴䢕䛜 90

年始䜑᮶の᝟ሗ化♫఍䜈の䢆䢛䢓䡼䢚䡮䢍䡸䢈䢀䛸㌶䜢୍䛻し䛶䢗䡹䢀
䡿䢚䡤䡵䡬䢀䢚䜢䛛䛣䛴䛻⮳䛳た䚹௒ୡ⣖ึ䜑䛻୍㒊、⡿ᅜ䜢始䜑䛸
䛩䜛䡿䢚䡸䢚䡼䢕䡰䡶䢅䢌䡬の学⩦䛸製造ᢏ⾡䜢㍈䛸したఏ⤫ⓗ䛺ᙉ䜏
䛸䜢⼥ྜ䛥䛫た䢆䡮䢈䢚䢔䡫䢀䢚⤒Ⴀ䛻䜘䛳䛶᚟ㄪ䜢♧䛩ものも䛒䜙䜟
䜜、⤖ᯝ、ᅾ᮶䝰䝕ル䛻ᅛᇳし、自๓୺⩏䛻ᇳ╔した௻業⩌
䛸の間䛻஧ᴟ化䜢きた䛩䛻⮳䛳た䚹 

䛭䜜䛛䜙 10 年䜢⤒䛶、䢆䡮䢈䢚䢔䡫䢀䢚⤒Ⴀ䛻ዌຌした௻業も௒᪥、
᪂た䛺ᵓ造ⓗ䛺㞴ᒁ䛻┤㠃し、➨ 2 ḟ஧ᴟ化䜢きた䛩䛻⮳䛳
た䚹䛣の୰で、ఏ⤫ⓗᙉ䜏䜢㄂䛳たᐙ電➼は、࿘㎶ᅜの㏣䛔
上䛢䛻䛒䛔、༴機ⓗ≧ἣ䛻㝗䜛䛻⮳䛳た䚹 

2011 年のᮏ年ḟ学⾡኱఍で、䛂ୡ⏺同᫬୙ἣのもた䜙した
᪂た䛺᫬௦ᒎᮃ䛃 䛸し䛶、䐟䡹䢋䡬䢀䠄㈼䛟䠅䛻䛺䛳た消費者は↓
㥏䛺消費はし䛺䛔、䐠消䛘た消費者は༴機๓のỈ‽䛻はᡠ䜙
䛺䛔、䐡䡮䢙䡼䡬䢄䡫䢀で᝟ሗ᫬ᕪ䡺䢚䢗、䐢⤒済౯್䜢㉸䛘た㉸機
⬟、の䠐䛴の₻ὶ䜢ᣦ᦬し䛶、䡮䢅䢉䢚䡬䡸䡪䢙䛸消費䛸の༠๰1䛜୙
ྍ㑊䛸䛺䛳䛶き䛶䛔䜛䛣䛸䜢ᣦ᦬した䚹 

௒᪥の➨2ḟ஧ᴟ化䜢きた䛩䛻⮳䛳たᵓ造要ᅉは、௨上の
₻ὶ䛜ຍ㏿ᗘⓗ䛻ቑṪし䛶、䐟䡮䢙䡼䡬䢄䡫䢀の᝿定௨上の㌍㐍、
䐠製造䢈䢛䢗䡺䡹の䡿䢚䡸䢚䡼䢕化、䐡᝿定䜢㉸䛘た䢄䡫䢀の㐍化䡹䢇䢛䡬䢀䢚、
䐢消費者㑅ዲのኚᐜ、䐣᪂⯆⤒済୺ᑟの䢄䡱䡴䢚䢗䡬䢆䢚䢔䡺䢚䡬䡸䡪䢙、
䐤ᑡᏊ高㱋化のຍ㏿、䐥༴機䛜ኚ䛘䜛௻業䛸♫఍の㊥㞳、䛻
㇟䜙䜜䜛 䛂䢉䢈䢛䡼䡶䢚䢙䡸䢙䢀䢚䢗䡬䢍䛃 䛸も⛠䛩䜉き 7 䛴のᵓ造ኚ化
の┦஌䜢䛚䛣䛩䛣䛸䛻䛺䛳た䛣䛸䛻䜘䜛䚹䛭し䛶䛭䜜は、䡮䢅䢉䢚䡬
䡸䡪䢙䛸消費の༠๰䜢従᮶௨上䛻⥭要୙ྍḞ䛸䛩䜛䚹 

2011 年の年ḟ኱఍䛻䛚䛔䛶、䛣の༠๰は、䡮䢅䢉䢚䡬䡸䡪䢙䛻ᇶ
䛵䛟㠉᪂ⓗၟ品・䡷䡬䢇䢚䡹ཬ䜃ඃ䜜た機⬟䜢求䜑䡵䢚䡬䢍の୺ᙺ䛸
䛺䜙䜣䛸䛩䜛消費者཮᪉の発䛩䜛ಙྕ䛜ඹ㬆し、䛣䜜䛻ゐ発
䛥䜜䜛䛣䛸䜢ᥦ㉳し、䡷䡬䢏䡴䢚䢓䢈䡤䡬䜢用䛔た᪥ᮏの௦⾲ⓗ䡹䡬䢆䢛
䡬䢋䡬䡵䡫䢀でのᐇ㦂でのඹ㬆⌧㇟のᐇドのヨ䜏䜢♧した䚹 

ᮏ✏では、䛣の 1 年間の䢉䢈䢛䡼䡶䢚䢙䝅ンド䝻ー䝮の᝿定௨上の
㐍ᒎ䜢┤どし䛶、ඹ㬆・༠๰のᚰ⌮・⏕⌮ⓗ䢎䡲䢂䡹䢚䢍䜢᭦䛻᥀
䜚ୗ䛢䜛䛸ඹ䛻、᪂た䛻䢈䡤䢙䢓䢙䢀䢚でのᐇ㦂䜢㏣ຍし䛶、ඹ㬆䜢
ㄏ発䛩䜛䡰䢙䡸䢚䢙のゎ明䛻ດ䜑、消費者の䜏䛺䜙ず、䡮䢅䢉䢚䡬䡸䡪
䢙自㌟も学⩦し䛶、཮᪉の学⩦䛜ඹ㐍ⓗ䛻ᒎ開䛥䜜䜛䛣䛸䛜䛭
の㘽䛸䛺䜛䛣䛸䜢明䜙䛛䛻した䚹 

➨ 2 ⠇では、௒ୡ⣖ึ䜑䛸 2010 年௦ึ㢌の 2 ḟ䛻䜟た䜛
஧ᴟ化䜢ẚ㍑᳨ド䛩䜛䚹➨ 3 ⠇では、2 ḟの஧ᴟ化䜢㉸ඞし
䛶ᙉ㠌䛺཰┈ᵓ造䜢㄂䜛䡳䢐䢅䢙䛻䜏䜛ඹ㐍ⓗෆ⏕化の䡼䢚䡮䢁䢌
䡹䢚䢍䜢᳨ドし、䛭䛣䛛䜙♧၀䛥䜜䜛䡮䢅䢉䢚䡬䡸䡪䢙䛸消費の༠๰䜈
の䡼䢚䡮䢁䢌䡹䢚䢍䛸䛭の䢀䢔䡲䢚䡬䜢ษ䜛ඹ㬆の᳨ド᪉⟇䜢᳨ウ䛩䜛䚹
➨ 4⠇では、᪥ᮏでの䢆䢛䡮䢗䡫䢀ᐇ㦂⤖ᯝ䜢、ඹ㬆䡰䢙䡸䢚䢙のゎ明
䜢୺║䛻発ᒎศᯒ䛩䜛䚹➨ 5 ⠇では、䢈䡤䢙䢓䢙䢀䢚でのᐇ㦂⤖ᯝ
䜢♧䛩䚹➨ 6 ⠇では௨上䛛䜙ᚓ䜙䜜たඹ㐍ⓗ学⩦のᙺ๭䜢♧
䛩䚹➨ 7 ⠇は、᪂た䛺▱ぢ、௻業⤒Ⴀᡓ␎䜈の♧၀ཬ䜃௒ᚋ 

 
                                                   
1 社会や㢳ᐈの要ồと㺐㺧㺫㺼㺎㺚㺌㺻の生ࡳ出す㺐㺧㺫㺼㺎㺚㺌㺻〇ရ (⊂๰ᢏ⾡に⿬

௜けられた新〇ရ) が出会い、新しい価್を๰り、それがまた㢳ᐈの要

ồや⊂๰ᢏ⾡を高め、㺛㺨㺽㺐㺵㺷なዲᚠ環をᙧᡂ 

2.  ஧ᴟศ化 
᪥ᮏはୡ⏺䛻⛥᭷䛺同㉁♫఍䜢㄂䜚、䛣䜜䛜ᅜ䜢ᣲ䛢䛶Ⰻ

㉁䛺♫఍䜢㏣求し、䛭䜜䜢䡿䡶䛻、➇தຊ䛻ᐩ䜣だ䡮䢅䢉䢚䡬䡸䡪䢙
ᣦྥのయ㉁䜢㔊ᡂした䚹ไᗘ・⤌⧊・つไ䛩䜉䛶䛜同㉁♫఍
䜢๓ᥦ䛻ᵓᡂ䛥䜜、䛭䜜䛜༴機䜢䡮䢅䢉䢚䡬䡸䡪䢙の䡹䢈䢛䢔䢙䡴䢚䢊䢚䡬䢀䢚䛸
し䛶、䛂༴機のた䜃䛻ᙉ䛟䛺䜛᪥ᮏ⤒Ⴀ䛃 䜢๰䜚上䛢䛶きた䚹 

工業化♫఍䛛䜙᝟ሗ化♫఍䜈の䢆䢛䢓䡼䢚䡮䢍䡸䢈䢀は、⤌⧊の័
性䛻⦡䜙䜜工業化♫఍᫬のᡂຌయ㦂䛻ᅛᇳした௻業 (ᅗ䠍) 
䛸、䛭のᙅⅬ䛻ぬ㓰し䛶、✚ᴟⓗ䛻ୡ⏺᭱ඛ➃の₻ὶ䜢学⩦
し、䛭䜜䛸自䜙のఏ⤫ⓗ䛺ᙉ䜏䛸䜢⼥ྜ䛥䛫た䢆䡮䢈䢚䢔䡫䢀䢚⤒Ⴀ
䛻ዌຌした௻業の間䛻஧ᴟ化䜢もた䜙䛩䛣䛸䛻䛺䛳た ( ᅗ 2 ) 䚹 

 

 

 

 

 

 

 
ᅗ 1 . 㟁気ᶵᲔ௦⾲ 1 0 社の኎上規ᶍと組織の័性  (1995-1998) [30]. 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ᅗ 2 . 䢆䡮䡿䡴௻ᴗの཰┈㌶㐨の第 1 ḟ஧ᴟ化䠖 電気機械の౛ (2001-2004) [30] 
 
 ௒ୡ⣖ึ㢌の➨ 1 ḟ஧ᴟ化᫬䛻䢆䡮䢈䢚䢔䡫䢀䢚⤒Ⴀ䜢ᇶ䛻཰┈
性䛸ᢏ⾡⏕⏘性のዲᚠ⎔䜢ㅻḷした䡸䡨䡬䢈䢛、䡻䢂䡬は、௒᪥、
ᵓ造ⓗ㞴ᒁ䛻㐼㐝 (ᅗ 3 )。7つの構造ኚ化の相஌に㉳因㸦ᅗ 4 ）。 

 
 

ᅗ 3 . 䢆䡮䡿䡴௻ᴗの཰┈㌶㐨の第 2 ḟ஧ᴟ化 (2011-2012) 
         
 

1. 䜲ン䝍ー䝛䝑䝖の᝿定௨上の㌍㐍 
2. 製造プ䝻䝉スの䝕䝆䝍ル化 
3. ᝿定䜢㉸䛘た䝛䝑䝖の㐍化スピード 
4. 消費者㑅ዲのኚᐜ 
5. ᪂⯆⤒済୺ᑟの䢄䡱䡴䢚䢗䡬䢆䢚䢔䡺䢚䡬䡸䡪䢙 
6. ᑡᏊ高㱋化のຍ㏿ 
7. ༴機䛜ኚ䛘䜛௻業䛸♫఍の㊥㞳 
 
 
ᅗ 4 ． 第 3 の⏘ᴗ㠉࿨をᚊ䛩る 7 つのᵓ㐀ኚ化の┦஌と䛭のᖐ㊅. 
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1.  ᗎ 
᪥ᮏ௻業は、1980 年௦䜎での工業化᫬の䢆䡮䡿䡴䢌䢓䡴䢕䛜 90

年始䜑᮶の᝟ሗ化♫఍䜈の䢆䢛䢓䡼䢚䡮䢍䡸䢈䢀䛸㌶䜢୍䛻し䛶䢗䡹䢀
䡿䢚䡤䡵䡬䢀䢚䜢䛛䛣䛴䛻⮳䛳た䚹௒ୡ⣖ึ䜑䛻୍㒊、⡿ᅜ䜢始䜑䛸
䛩䜛䡿䢚䡸䢚䡼䢕䡰䡶䢅䢌䡬の学⩦䛸製造ᢏ⾡䜢㍈䛸したఏ⤫ⓗ䛺ᙉ䜏
䛸䜢⼥ྜ䛥䛫た䢆䡮䢈䢚䢔䡫䢀䢚⤒Ⴀ䛻䜘䛳䛶᚟ㄪ䜢♧䛩ものも䛒䜙䜟
䜜、⤖ᯝ、ᅾ᮶䝰䝕ル䛻ᅛᇳし、自๓୺⩏䛻ᇳ╔した௻業⩌
䛸の間䛻஧ᴟ化䜢きた䛩䛻⮳䛳た䚹 

䛭䜜䛛䜙 10 年䜢⤒䛶、䢆䡮䢈䢚䢔䡫䢀䢚⤒Ⴀ䛻ዌຌした௻業も௒᪥、
᪂た䛺ᵓ造ⓗ䛺㞴ᒁ䛻┤㠃し、➨ 2 ḟ஧ᴟ化䜢きた䛩䛻⮳䛳
た䚹䛣の୰で、ఏ⤫ⓗᙉ䜏䜢㄂䛳たᐙ電➼は、࿘㎶ᅜの㏣䛔
上䛢䛻䛒䛔、༴機ⓗ≧ἣ䛻㝗䜛䛻⮳䛳た䚹 

2011 年のᮏ年ḟ学⾡኱఍で、䛂ୡ⏺同᫬୙ἣのもた䜙した
᪂た䛺᫬௦ᒎᮃ䛃 䛸し䛶、䐟䡹䢋䡬䢀䠄㈼䛟䠅䛻䛺䛳た消費者は↓
㥏䛺消費はし䛺䛔、䐠消䛘た消費者は༴機๓のỈ‽䛻はᡠ䜙
䛺䛔、䐡䡮䢙䡼䡬䢄䡫䢀で᝟ሗ᫬ᕪ䡺䢚䢗、䐢⤒済౯್䜢㉸䛘た㉸機
⬟、の䠐䛴の₻ὶ䜢ᣦ᦬し䛶、䡮䢅䢉䢚䡬䡸䡪䢙䛸消費䛸の༠๰1䛜୙
ྍ㑊䛸䛺䛳䛶き䛶䛔䜛䛣䛸䜢ᣦ᦬した䚹 

௒᪥の➨2ḟ஧ᴟ化䜢きた䛩䛻⮳䛳たᵓ造要ᅉは、௨上の
₻ὶ䛜ຍ㏿ᗘⓗ䛻ቑṪし䛶、䐟䡮䢙䡼䡬䢄䡫䢀の᝿定௨上の㌍㐍、
䐠製造䢈䢛䢗䡺䡹の䡿䢚䡸䢚䡼䢕化、䐡᝿定䜢㉸䛘た䢄䡫䢀の㐍化䡹䢇䢛䡬䢀䢚、
䐢消費者㑅ዲのኚᐜ、䐣᪂⯆⤒済୺ᑟの䢄䡱䡴䢚䢗䡬䢆䢚䢔䡺䢚䡬䡸䡪䢙、
䐤ᑡᏊ高㱋化のຍ㏿、䐥༴機䛜ኚ䛘䜛௻業䛸♫఍の㊥㞳、䛻
㇟䜙䜜䜛 䛂䢉䢈䢛䡼䡶䢚䢙䡸䢙䢀䢚䢗䡬䢍䛃 䛸も⛠䛩䜉き 7 䛴のᵓ造ኚ化
の┦஌䜢䛚䛣䛩䛣䛸䛻䛺䛳た䛣䛸䛻䜘䜛䚹䛭し䛶䛭䜜は、䡮䢅䢉䢚䡬
䡸䡪䢙䛸消費の༠๰䜢従᮶௨上䛻⥭要୙ྍḞ䛸䛩䜛䚹 

2011 年の年ḟ኱఍䛻䛚䛔䛶、䛣の༠๰は、䡮䢅䢉䢚䡬䡸䡪䢙䛻ᇶ
䛵䛟㠉᪂ⓗၟ品・䡷䡬䢇䢚䡹ཬ䜃ඃ䜜た機⬟䜢求䜑䡵䢚䡬䢍の୺ᙺ䛸
䛺䜙䜣䛸䛩䜛消費者཮᪉の発䛩䜛ಙྕ䛜ඹ㬆し、䛣䜜䛻ゐ発
䛥䜜䜛䛣䛸䜢ᥦ㉳し、䡷䡬䢏䡴䢚䢓䢈䡤䡬䜢用䛔た᪥ᮏの௦⾲ⓗ䡹䡬䢆䢛
䡬䢋䡬䡵䡫䢀でのᐇ㦂でのඹ㬆⌧㇟のᐇドのヨ䜏䜢♧した䚹 

ᮏ✏では、䛣の 1 年間の䢉䢈䢛䡼䡶䢚䢙䝅ンド䝻ー䝮の᝿定௨上の
㐍ᒎ䜢┤どし䛶、ඹ㬆・༠๰のᚰ⌮・⏕⌮ⓗ䢎䡲䢂䡹䢚䢍䜢᭦䛻᥀
䜚ୗ䛢䜛䛸ඹ䛻、᪂た䛻䢈䡤䢙䢓䢙䢀䢚でのᐇ㦂䜢㏣ຍし䛶、ඹ㬆䜢
ㄏ発䛩䜛䡰䢙䡸䢚䢙のゎ明䛻ດ䜑、消費者の䜏䛺䜙ず、䡮䢅䢉䢚䡬䡸䡪
䢙自㌟も学⩦し䛶、཮᪉の学⩦䛜ඹ㐍ⓗ䛻ᒎ開䛥䜜䜛䛣䛸䛜䛭
の㘽䛸䛺䜛䛣䛸䜢明䜙䛛䛻した䚹 

➨ 2 ⠇では、௒ୡ⣖ึ䜑䛸 2010 年௦ึ㢌の 2 ḟ䛻䜟た䜛
஧ᴟ化䜢ẚ㍑᳨ド䛩䜛䚹➨ 3 ⠇では、2 ḟの஧ᴟ化䜢㉸ඞし
䛶ᙉ㠌䛺཰┈ᵓ造䜢㄂䜛䡳䢐䢅䢙䛻䜏䜛ඹ㐍ⓗෆ⏕化の䡼䢚䡮䢁䢌
䡹䢚䢍䜢᳨ドし、䛭䛣䛛䜙♧၀䛥䜜䜛䡮䢅䢉䢚䡬䡸䡪䢙䛸消費の༠๰䜈
の䡼䢚䡮䢁䢌䡹䢚䢍䛸䛭の䢀䢔䡲䢚䡬䜢ษ䜛ඹ㬆の᳨ド᪉⟇䜢᳨ウ䛩䜛䚹
➨ 4⠇では、᪥ᮏでの䢆䢛䡮䢗䡫䢀ᐇ㦂⤖ᯝ䜢、ඹ㬆䡰䢙䡸䢚䢙のゎ明
䜢୺║䛻発ᒎศᯒ䛩䜛䚹➨ 5 ⠇では、䢈䡤䢙䢓䢙䢀䢚でのᐇ㦂⤖ᯝ
䜢♧䛩䚹➨ 6 ⠇では௨上䛛䜙ᚓ䜙䜜たඹ㐍ⓗ学⩦のᙺ๭䜢♧
䛩䚹➨ 7 ⠇は、᪂た䛺▱ぢ、௻業⤒Ⴀᡓ␎䜈の♧၀ཬ䜃௒ᚋ 

 
                                                   
1 社会や㢳ᐈの要ồと㺐㺧㺫㺼㺎㺚㺌㺻の生ࡳ出す㺐㺧㺫㺼㺎㺚㺌㺻〇ရ (⊂๰ᢏ⾡に⿬

௜けられた新〇ရ) が出会い、新しい価್を๰り、それがまた㢳ᐈの要

ồや⊂๰ᢏ⾡を高め、㺛㺨㺽㺐㺵㺷なዲᚠ環をᙧᡂ 

2.  ஧ᴟศ化 
᪥ᮏはୡ⏺䛻⛥᭷䛺同㉁♫఍䜢㄂䜚、䛣䜜䛜ᅜ䜢ᣲ䛢䛶Ⰻ

㉁䛺♫఍䜢㏣求し、䛭䜜䜢䡿䡶䛻、➇தຊ䛻ᐩ䜣だ䡮䢅䢉䢚䡬䡸䡪䢙
ᣦྥのయ㉁䜢㔊ᡂした䚹ไᗘ・⤌⧊・つไ䛩䜉䛶䛜同㉁♫఍
䜢๓ᥦ䛻ᵓᡂ䛥䜜、䛭䜜䛜༴機䜢䡮䢅䢉䢚䡬䡸䡪䢙の䡹䢈䢛䢔䢙䡴䢚䢊䢚䡬䢀䢚䛸
し䛶、䛂༴機のた䜃䛻ᙉ䛟䛺䜛᪥ᮏ⤒Ⴀ䛃 䜢๰䜚上䛢䛶きた䚹 

工業化♫఍䛛䜙᝟ሗ化♫఍䜈の䢆䢛䢓䡼䢚䡮䢍䡸䢈䢀は、⤌⧊の័
性䛻⦡䜙䜜工業化♫఍᫬のᡂຌయ㦂䛻ᅛᇳした௻業 (ᅗ䠍) 
䛸、䛭のᙅⅬ䛻ぬ㓰し䛶、✚ᴟⓗ䛻ୡ⏺᭱ඛ➃の₻ὶ䜢学⩦
し、䛭䜜䛸自䜙のఏ⤫ⓗ䛺ᙉ䜏䛸䜢⼥ྜ䛥䛫た䢆䡮䢈䢚䢔䡫䢀䢚⤒Ⴀ
䛻ዌຌした௻業の間䛻஧ᴟ化䜢もた䜙䛩䛣䛸䛻䛺䛳た ( ᅗ 2 ) 䚹 

 

 

 

 

 

 

 
ᅗ 1 . 㟁気ᶵᲔ௦⾲ 1 0 社の኎上規ᶍと組織の័性  (1995-1998) [30]. 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ᅗ 2 . 䢆䡮䡿䡴௻ᴗの཰┈㌶㐨の第 1 ḟ஧ᴟ化䠖 電気機械の౛ (2001-2004) [30] 
 
 ௒ୡ⣖ึ㢌の➨ 1 ḟ஧ᴟ化᫬䛻䢆䡮䢈䢚䢔䡫䢀䢚⤒Ⴀ䜢ᇶ䛻཰┈
性䛸ᢏ⾡⏕⏘性のዲᚠ⎔䜢ㅻḷした䡸䡨䡬䢈䢛、䡻䢂䡬は、௒᪥、
ᵓ造ⓗ㞴ᒁ䛻㐼㐝 (ᅗ 3 )。7つの構造ኚ化の相஌に㉳因㸦ᅗ 4 ）。 

 
 

ᅗ 3 . 䢆䡮䡿䡴௻ᴗの཰┈㌶㐨の第 2 ḟ஧ᴟ化 (2011-2012) 
         
 

1. 䜲ン䝍ー䝛䝑䝖の᝿定௨上の㌍㐍 
2. 製造プ䝻䝉スの䝕䝆䝍ル化 
3. ᝿定䜢㉸䛘た䝛䝑䝖の㐍化スピード 
4. 消費者㑅ዲのኚᐜ 
5. ᪂⯆⤒済୺ᑟの䢄䡱䡴䢚䢗䡬䢆䢚䢔䡺䢚䡬䡸䡪䢙 
6. ᑡᏊ高㱋化のຍ㏿ 
7. ༴機䛜ኚ䛘䜛௻業䛸♫఍の㊥㞳 
 
 
ᅗ 4 ． 第 3 の⏘ᴗ㠉࿨をᚊ䛩る 7 つのᵓ㐀ኚ化の┦஌と䛭のᖐ㊅. 
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䡮䢍䡸䢈䢀䛻対し䛶、工業
化♫఍の䢇䢚䡸䢚䢄䡹䢏䡿䢕
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ዲᚠ⎔䜢ㅻḷ䚹 

ᅗ 4 䛻♧䛩
䢉䢈䢛䡼䡶䢚䢙䡸䢙䢀䢚䢗
䡬䢍は、䛭䜜䛻
ᛂ䛘䜛๰造ⓗ
◚ ቯ 䜢 求 䜑
䜛䚹 
䛭䜜は、従

᮶の౪⤥者୺
యの䡮䢅䢉䢚䡬䡸䡪
䢙の๰ᡂ䛛䜙
消費者もྲྀ䜚
㎸䜣だ཮᪉で
᫬⤌䜐༠๰䜢
ᇶᮏ䛸䛩䜛䚹 
だ䛜、ከ䛟の

௻業は、᭱終
消費者䛸┿ᦸ
䛻ྥきྜ䛳䛶
䛭䜜䜢ྲྀ䜚⤌
䜐䛻⮳䜙䛺䛛
䛳た䚹 

の⥅⥆ⓗ᳨ウㄢ㢟䜢明䜙䛛䛻䛩䜛䚹 

3. 䡮䢅䢉䢚䡬䡸䡪䢙製品䛸消費者のඹ㬆－༠๰の䢀䢔䡲䢚䡬   
3 .1  7 つの構造ኚ化の相஌の᰿ᗏ  
 ௒ୡ⣖ึ㢌の➨ 1ḟ஧ᴟ化᫬䛻཰┈⋡䛸ᢏ⾡⏕⏘性のྥ
上䛸のዲᚠ⎔䛻ዌຌした௻業䜢、௒᪥、ᵓ造ⓗ㞴ᒁ䛻┤㠃䛥
䛫䜛䛻⮳䛳た 7 䛴のᵓ造ኚ化の┦஌ (䢉䢈䢛䡼䡶䢚䢙䡸䢙䢀䢚䢗䡬䢍) の᰿
ᗏは、䡮䢅䢉䢚䡬䡸䡪䢙䛸消費の༠๰䛻ᖐ╔䛩䜛 (ᅗ 4 )䚹 

᝟ሗ化の㐍ᒎは、䡮䢅䢉䢚䡬䡸䡪䢙๰ᡂ䡹䢊䢛䡫䢀䜢౪⤥䡷䡮䢀䛛䜙ᬑ
ཬ、消費䡷䡮䢀䛻䡸䢈䢀䛥䛫䜛䚹䡮䢙䡼䡬䢄䡫䢀の㌍㐍は、༡໭䜢ၥ䜟
ずୡ⏺同᫬❧䛱上䛢䜢ᐇ⌧し、消費者䛸౪⤥者䛸の間の᝟ሗ
の非対⛠性䜢㏫㌿䛥䛫䜛䚹従᮶の䜘䛖䛺౪⤥者୺ᑟの䡮䢅䢉䢚䡬䡸
䡪䢙の๰ᡂは㝈⏺䛻㐼㐝し、消費者䛸の༠๰䜢୙ྍ㑊䛸䛩䜛䚹 

 ➨ 2 ḟ஧ᴟ化᫬䛻䛚䛔䛶も၏୍持⥆ⓗዲᚠ⎔䜢維持し䛶
䛔䜛䜻䝲䝜ンは䛣の䜘䛖䛺༠๰䜢ᇶᮏ䛸䛩䜛ᕷሙ䛸のඹ㐍ⓗෆ
⏕化の䡼䢚䡮䢁䢌䡹䢚䢍䛻౫ᣐし(ᅗ 5)、ຠ⋡性䛸ᙉ㠌性䜢୧❧䛥䛫た
཰┈ᵓ造䜢ሀ持 [32] (ᅗ 6)䚹 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ᅗ 5 ．䡳䢐䢅䢙にみる共㐍的ෆ生化䡼䢚䡮䢁䢌䡹䢚䢍䠖䡮䢅䢉䢚䡬䡸䡪䢙とᾘ㈝の協๰. 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
ᅗ 6 ．䡳䢐䢅䢙の強㠌な཰┈ᵓ㐀  (2007-2012). 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

䛣の䜘䛖䛺、自ಙస䜢䡭䢇䢛䡬䢕し䜘䛖䛸䛖䜛㠉᪂ⓗၟ品・䡷䡬䢇䢚䡹䛸
自䜙䛜୺ᙺ䛸䛺䜛䡵䢚䡬䢍䛻⬚䜢㋀䜙䛫䜛消費者཮᪉のಙྕ䛜ඹ
㬆䛩䜛䛣䛸䛻䜘䛳䛶、䛭䜜䛻ゐ発䛥䜜䛶、♫఍䜔消費者の要求
䛩䜛㠉᪂ⓗ䛺ၟ品・䡷䡬䢇䢚䡹䛜出఍䛔、᪂た䛺౯್䜢๰䜚、䛭䜜
䛜䜎た消費者の要求䜔䡮䢅䢉䢚䡬䡸䡪䢙䜢高䜑、䡹䢆䢛䡮䢓䢕䛺ዲᚠ⎔䜢
ᙧᡂ䛩䜛、䛸䛔䛖䡮䢅䢉䢚䡬䡸䡪䢙䛸消費䛸の༠๰の䡼䢚䡮䢁䢌䡹䢚䢍䡲䛜㔊
ᡂ䛥䜜䜛䠄ᅗ 8 䠅䚹 

  ඛ䛻䜏た䢉䢈䢛䡼䡶䢚䢙䡸䢙䢀䢚䢗䡬䢍䛜⏕䜏出䛩䛣䛸䛻䛺䛳た消費者

䛜求䜑䜛ၟ品・䡷䡬䢇䢚䡹は䛣の䜘䛖䛺もので䛒䜚、䛭䜜は、䛛䛴䛶

の䜘䛖䛻౪⤥者୺ᑟで๰ᡂ䛥䜜䜛ものでは䛺䛟、౪⤥者䛸消費

者䛸の༠๰䛻䜘䛳䛶ึ䜑䛶ྍ⬟䛸䛥䜜䜛もので䛒䜛䚹 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ᅗ 8 ．イ䝜ベーションとᾘ㈝との協๰䝎イ䝘ミ䝈䝮. 
 
௨上䛻ぢた䜘䛖䛻、䡮䢅䢉䢚䡬䡸䡪䢙は、自ಙస䜢⏘䜏出し、䛭の

ඃ䜜た機⬟䜢䡭䢇䢛䡬䢕し、消費䜢䛭䛭䜛䡸䡴䢚䢁䢕䜢発䛩䜛䚹消費者
も䢘䡴䢘䡴䡡䢀䢚䡳䢀䢚䡳、⹭䛻䛺䜛䢏䢅䜢求䜑、自䜙䛜䢀䡵䢚䡬䢍の䢇䢗䡮䢙た䜛
䛣䛸䜢ክ᝿し䛶、䡱䡬䢓䜢発䛩䜛䚹୧者䛜ඹ㬆し䛶、䡮䢅䢉䢚䡬䡸䡪䢙䛸
消費の༠๰䜢ゐ発し、᪂し䛔౯್䛜๰ᡂ䛥䜜、䛭䜜䛜䜎た消
費者の要求䜔⌮᝿䛸䛩䜛⊂๰ᢏ⾡の䢖䢉䢚䢕䜢高䜑、䡹䢆䢛䡮䢓䢕䛺
ዲᚠ⎔䜢ᙧᡂし、⤒済機⬟䜢㉸䛘た㉸機⬟䜢๰ᡂ䛩䜛䚹 
 ඹ㬆の㐣⛬で、消費者は、䛂ᛀ䜜䛶䛔た㐣ཤ䛻⤒㦂したᛀ

䜜䛜た䛔႐䜃䛃䜢ᙸᙿ䛥䛫䜙䜜、䛭䜜䛜䛂㐣ཤ䛻ᚓた᭱高の‶
㊊䛃䠄Modigliani䠅 [22] 䜔䛂⮳高䛺⚄⛎ⓗయ㦂䛃(Maslaw)で
[17] 䛒䜛䛛䜢☜䛛䜑䜛た䜑䛻、⊛Ⅿ䛺ໃ䛔で⬻ෆ䢎䢏䢔グ᠈の
᳨⣴䜢⾜䛖䚹䛣䜜は⬻ෆ ᗘ䜢上᪼䛩䜛䛣䛸䛻䛺䜚、య 䜢୍
定䛻ಖ䛴(Homeostasis) た䜑䛻は、㢦㠃䛛䜙⇕䜢㏨䛜䛩ᚲ要
䛜䛒䜚、䛭の⤖ᯝ㢦㠃 ᗘは上᪼䛩䜛䠄䛂㢦㠃䢈䡤䡬䢀䢚䢆䢚䡫䡴௬ㄝ
－௦ㅰ性య ㄪ⠇⤒㊰䛃 (Tompkins, 1962) [29]䠅䚹 
௚᪉、᪂ၟ品䛻出఍䛳た消費者は、㦫き䛻䛫䜘、Ꮀし䛥䛻䛫

䜘䡹䢀䢖䡹㈇Ⲵ䜢ཷ䛡、䛣䜜䛜⾑⟶䜢⦰ᑠ䛥䛫䛶㢦㠃 ᗘ䜢పୗ
䛥䛫䜛䢎䡲䢂䡹䢚䢍 䠄䛂஺ឤ⚄⤒性య ㄪ⠇⤒㊰䛃䠅も┳㐣でき䛺䛔䚹2 

 䡮䢅䢉䢚䡬䡸䡪䢙䛻⏘䜏出䛥䜜た㨩ຊၟ品䛻出఍䛳た消費者は
௨上の䜘䛖䛺ᚰ⌮・⏕⌮ⓗ཯ᛂ䜢♧し、䛭の⌧㇟は㢦㠃 ᗘ
のኚ化䛻➃ⓗ䛻⾲䜜䜛 䠄ᅗ 9 䠅䚹 
従䛳䛶、䛣䜜䜢ィ 䛩䜛䛣䛸䛻䜘䛳䛶、䢉䢈䢛䡼䡶䢙䡸䢙䢀䢚䢗䡬䢍ୗで

の䡮䢅䢉䢚䡬䡸䡪䢙の๰ᡂ䛻୙ྍḞ䛺䡮䢅䢉䢚䡬䡸䡪䢙䛸消費䛸の༠๰の䢀
䢔䡲䢚䡬䜢䛺䛩ඹ㬆⌧㇟䜢ィ 䛩䜛䛣䛸䛜ྍ⬟䛸⪃䛘䜙䜜䜛 (ヲ⣽ 
[34])。 
 

 

                                                   
2 これは、通ᖖ、新ၟရに出会った▐間に見られ、ᚎ々に「㢦㠃㺪㺆㺎㺢㺼㺨㺼

㺍㺖௬ㄝ」に⛣行していく。 

3 .2  ඹ㬆・༠๰とその᳨ド. 

ᅗ 9 ．㢦㠃 度ኚ化のメ䜹ニ䝈䝮と䛭のィ . 
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ᅗ 7．イ䝜ベーション〇ရとᾘ㈝⪅の共㬆. 
 

Gibson (1977) は 䛂≀యは、自ศ䛜㄂䜛属性䜢䛹䛖ྲྀ䜚ᢅ䛳た䜙
䛔䛔䛛䛻䛴䛔䛶䢑䡬䡷䢚䡬䛻䢎䡫䡺䡬䡸䢚䜢発䛩䜛䛃 䛸䛔䛖䡭䢈䡧䡬䡼䢚䢙䡹⌮ㄽ 
[7, 8] 䜢ᥦၐした䚹ᙧ䛜䜘䛔䡮䡹䜢ぢ䜛䛸、ᗙ䛳䛶䜏た䛟䛺䜛䚹❧ὴ䛺
୓年➹䜢ᡭ䛻䛩䜛䛸、ఱ䛛᭩䛔䛶䜏た䛟䛺䜛䚹ኴ㰘䛸䢆䢚䡽䛜䛒䜜䜀、
たた䛔䛶䜏た䛟䛺䜛䚹䛣䜜䜙䛻は、人間䛻特定の⾜動䜢ಁ䛩⛎ᐦの
ಙྕ䛜‶䛱䛶䛔䜛䚹 

消費者は、䢘䡴䢘䡴䡠䢀䢚䡳䢀䢚䡳、⹭䛻䛺䜛䢏䢅䜢求䜑、自䜙䛜䢀䢚䢓䢋の䢇䢗䡮
䢙た䜛䛣䛸䜢ክ᝿し、売䜚ሙ䛻ධ䛳た㏵➃、㢦䛴き䛜ኚ䜟䜚䡱䡬䢓䛻‶
䛱䜛䚹䛣䛣䛻も、売䜚ᡭ䛜ᛮ䛔䛴䛛䛺䛔䡭䡮䡿䢚䡭䜢ᘬき出䛩⛎ᐦのಙ
ྕ䛜‶䛱䛶䛔䜛 [10]䚹 
  消費䛸は཮᪉䛜発䛩䜛ಙྕ䛜ඹ㬆䛩䜛䛣䛸䛻䜘䛳䛶᪂た䛺機⬟
䛜๰䜚出䛥䜜䜛༠๰⾜Ⅽ䛭のもので䛒䜛 (ᅗ 7)䚹 

 
自䜙自ಙస䜢䡭䢇䢛䡬䢕し䜘䛖䛸

䛩䜛㠉᪂ⓗၟ品・䡷䡬䢇䢚䡹 

䡮䢅䢉䢚䡬䡸䡪䢙䛸消費の༠๰ 

機⬟䜔䡿䢚䡷䢚䡮䢙䜢㏻䛨䛶స䜚ᡭのᛮ䛔䛜消費者䛻し䛳䛛䜚䛸ఏ䜟䜚、し䛛もඹ

ឤ䛜ᚓ䜙䜜䜛䜘䛖自ᕫ䡭䢇䢛䡬䢕 

1.ᕷ場に㺡㺼㺚㺼㺔㺰等をᢞධして活性化 
2.多機能ᦠᖏの高ᗘ化㟂要を㔊ᡂ 
3.㺪㺽㺶㺻㺞㺎の㺳㺎㺙㺼㺎たる PC ௻業に㠉新に㑌㐍 
4. 㺪㺽㺶㺻㺞・PC の➇த・༠調ᡓ␎によりᡂ果を྾཰ 
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䛂䡮䢅䢉䢚䡬䡸䡪䢙の⏘䜏出した㨩ຊ製品䛃䛸し䛶、䛂⨾し䛟ໟ⿦䛥䜜
た人気ၟ品䢎䢗䢙䢆䢛䢙䛃䜢消費者の㉎㈙ពḧ䜢䛭䛭䜛䜘䛖䛻䡹䢋䡬
䢀䛻㓄ิし䛶、消費者䛻は気௜䛛䜜䛺䛔䜘䛖䛻䡷䡬䢏䡴䢚䢓䢈䡤䜢設
⨨し䛶、同ၟ品䛻䡭䡴䡺䡹した㉎㈙者・非㉎㈙者の㢦㠃 ᗘの
ኚ化䜢ィ  (ヲ⣽ [34], [35])䚹 

 
 
 
 
 
 
 

㺙㺎㺱㺖㺼㺵㺪㺆                                 観 㺡㺼㺎㺞のグ㘓 

(FLIR SC655) 
 

ᅗ 1 0 ．実㦂システ䝮.  

 

4 .1  ㉎㈙⾜動䛸㢦㠃 ᗘのኚ化  
 

 ( 1 )  ㉎㈙者のᶆ‽䝟䝍ーン   

 
 

 

 
㨩ຊ䛒䜛ၟ品の▱ぬ・ㄆ㆑・㉎㈙決定䛸䛸も䛻㢦㠃 ᗘは

上᪼ (௦ㅰ性య ㄪ⠇⤒㊰ (MCS䠅䛜୺ᑟ)䚹 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
a MCS (代ㅰ性య 調⠇⤒㊰) 

SNS㸦交感⚄⤒性య 調⠇⤒㊰） 
 
㺨㺽㺞㺎㺻(1) 同様、㨩ຊၟရの知ぬ・認識・㉎㈙とともに

㢦㠃 ᗘの上᪼を♧すが、その過⛬でḟの㺰㺔㺤㺛㺼㺯が働き、

ⱝᖸの上ୗኚ動を♧す。 

すなࡕࢃ、「知ぬ」と同時に、かつての学⩦との㢮ఝ性

をᙸᙿし、それが「㦫き」にኚࢃり、交感⚄⤒性య 調⠇

⤒㊰ (SNS) に㌿じ、⾑⟶が཰⦰して㢦㠃 ᗘが低ୗ。し

かし、時を⤒ずして過ཤの学⩦を᝿㉳しつつ⬻内㺰㺱㺶㺎の᳨

⣴がຍ㏿され、代ㅰ性య 調⠇⤒㊰(MCS)に౫Ꮡして ᗘ

が上᪼。その結果、「過ཤに࿡ࢃった最大の消費の喜ࡧ」

を᝿㉳して、SNS により ᗘが低ୗ。それは、‶足⤒験そ

のものとᮇᚅして᳨⣴が᭦にຍ㏿され、㢦㠃 ᗘを上᪼。 

 
 

 

 

 

 

 

 
 

いずれも、㉎㈙者とは㏫に㢦㠃 ᗘの低ୗഴ向を♧す。 
 
௨上の、㉎㈙者・㠀㉎㈙者の㢦㠃 ᗘのኚ化㺨㺽㺞㺎㺻は、

㨩ຊၟရの発する㺚㺖㺼㺣㺷ととそれをᕼồする消費者の㺓㺎㺵

のඹ㬆が消費者の㢦㠃 ᗘの上᪼に཯ᫎされるとする「㢦

㠃 ᗘ㺪㺆㺎㺢㺼㺨㺼㺍㺖௬ㄝ」をᐇドするものである。 
 

4 .2  学⩦のඹ㬆ㄏ発ຠᯝ 
( 1 )  カップル㉎㈙者のඹ㬆  

㢳ᐈの䢇䢚䢉䡬䢇䢚䡭䜢䡲䡫䢈䢛䢕で㈙䛔≀䛩䜛㢳ᐈの┦஫のᙳ㡪䛻
ὀ┠し䛶ほᐹ䛩䜛䛸、཮᪉の㨩ຊឤᗘはᚲずしも୍⮴䛫ず、
㢦㠃 ᗘ上ୗ䛜␗䛺䜛ሙྜ䛜ᑡ䛺䛟䛺䛔䛜、᭱終ⓗ䛻は୍⮴
し䛶、ඹ㬆ⓗ䛻㢦㠃 ᗘ䛜上᪼䛩䜛䛣䛸䛜䛖䛛䛜䜟䜜䜛䚹  

  
 

 
 
 
 
 
 
  
( 2 )  ⊂自学⩦と他ᚊグ᠈のຠ果 

 
䛣䜜䛻ゐ発䛥䜜䛶、㈍売ಁ㐍員䛻䜘䜛។ឺのᙳ㡪䛻╔┠し

䛶、消費者の学⩦䛻䜘䜛ඹ㬆ㄏ発ຠᯝ䜢、⊂自の学⩦䛸、௚

人䛛䜙のၨ発䛻䜘䜛௚ᚊグ᠈䛻䜘䜛ຠᯝ䛸でẚ㍑᳨ドした䚹 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
㈍売ಁ㐍員䛻䜘䜛។ឺの䛺䛛䛳た᪉䛜㉎㈙者 ᗘ䛜高䛔

のは、។ឺ䛻ㄏ発䛥䜜ず䛻自䜙の学⩦䛻᰿ᕪしたពᛮで㉎㈙

決定した㢳ᐈは។ឺ䛻ᙳ㡪䛥䜜䛶㉎㈙した㢳ᐈ䜘䜚もၟ品の

㨩ຊᗘ䜢῝䛟ㄆ㆑し,䛭䜜䛻䜘䜚ᙉ䛟ඹ㬆し䛶䛔䜛䛣䛸䜢♧၀䚹 
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ᅗ 1 1 . ㉎㈙⪅の㢦㠃 度ኚ化のᶆ‽䝟䝍ーン ( 1 ) . 

  

ᅗ 1 1 - 2 . ㉎㈙⪅の㢦㠃 度ኚ化のᶆ‽䝟䝍ーン ( 2 ) . 

 

ᅗ 1 2 . 非㉎㈙⪅の㢦㠃 度ኚ化のᶆ‽䝟䝍ーン. 
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2 ᭶ 19 日㸦土）            2 ᭶ 20 日㸦日） 
(㈍኎ಁ㐍ဨによるヨ㣗។ឺあり)          (同។ឺなし)  

㉎㈙者     㠀㉎㈙者         ㉎㈙者    㠀㉎㈙者 
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3 3 .1  
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⊂自の 

学⩦グ᠈ 
⊂自学⩦ 

௚ᚊグ᠈ 

ᅗ 1 4 . Ꮫ⩦の㉎㈙ㄏⓎ効果䠖  ⊂自Ꮫ⩦と௚ᚊグ᠈. 
 

䛛䛴䛶の学⩦䛸の㢮ఝ性䜢ᙸᙿ     㦫き  学⩦䜢᝿㉳   ႐䜃 ‶㊊⤒㦂䛭のもの䛸☜ド 

M C S  S N S  M C S  S N S  M C S  

䢆䢛䡼䡬䢙 (1) 䢆䢛䡼䡬䢙 (2) 

 

( 2 )  㠀㉎㈙者のᶆ‽パターン 

᭷ຠ䡷䢙䢈䢛䢕ྛ 50 ྡ、

ィ 200 ྡ 
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SNS㸦交感⚄⤒性య 調⠇⤒㊰） 
 
㺨㺽㺞㺎㺻(1) 同様、㨩ຊၟရの知ぬ・認識・㉎㈙とともに

㢦㠃 ᗘの上᪼を♧すが、その過⛬でḟの㺰㺔㺤㺛㺼㺯が働き、

ⱝᖸの上ୗኚ動を♧す。 

すなࡕࢃ、「知ぬ」と同時に、かつての学⩦との㢮ఝ性

をᙸᙿし、それが「㦫き」にኚࢃり、交感⚄⤒性య 調⠇

⤒㊰ (SNS) に㌿じ、⾑⟶が཰⦰して㢦㠃 ᗘが低ୗ。し

かし、時を⤒ずして過ཤの学⩦を᝿㉳しつつ⬻内㺰㺱㺶㺎の᳨

⣴がຍ㏿され、代ㅰ性య 調⠇⤒㊰(MCS)に౫Ꮡして ᗘ

が上᪼。その結果、「過ཤに࿡ࢃった最大の消費の喜ࡧ」

を᝿㉳して、SNS により ᗘが低ୗ。それは、‶足⤒験そ

のものとᮇᚅして᳨⣴が᭦にຍ㏿され、㢦㠃 ᗘを上᪼。 

 
 

 

 

 

 

 

 
 

いずれも、㉎㈙者とは㏫に㢦㠃 ᗘの低ୗഴ向を♧す。 
 
௨上の、㉎㈙者・㠀㉎㈙者の㢦㠃 ᗘのኚ化㺨㺽㺞㺎㺻は、

㨩ຊၟရの発する㺚㺖㺼㺣㺷ととそれをᕼồする消費者の㺓㺎㺵

のඹ㬆が消費者の㢦㠃 ᗘの上᪼に཯ᫎされるとする「㢦

㠃 ᗘ㺪㺆㺎㺢㺼㺨㺼㺍㺖௬ㄝ」をᐇドするものである。 
 

4 .2  学⩦のඹ㬆ㄏ発ຠᯝ 
( 1 )  カップル㉎㈙者のඹ㬆  

㢳ᐈの䢇䢚䢉䡬䢇䢚䡭䜢䡲䡫䢈䢛䢕で㈙䛔≀䛩䜛㢳ᐈの┦஫のᙳ㡪䛻
ὀ┠し䛶ほᐹ䛩䜛䛸、཮᪉の㨩ຊឤᗘはᚲずしも୍⮴䛫ず、
㢦㠃 ᗘ上ୗ䛜␗䛺䜛ሙྜ䛜ᑡ䛺䛟䛺䛔䛜、᭱終ⓗ䛻は୍⮴
し䛶、ඹ㬆ⓗ䛻㢦㠃 ᗘ䛜上᪼䛩䜛䛣䛸䛜䛖䛛䛜䜟䜜䜛䚹  

  
 

 
 
 
 
 
 
  
( 2 )  ⊂自学⩦と他ᚊグ᠈のຠ果 

 
䛣䜜䛻ゐ発䛥䜜䛶、㈍売ಁ㐍員䛻䜘䜛។ឺのᙳ㡪䛻╔┠し

䛶、消費者の学⩦䛻䜘䜛ඹ㬆ㄏ発ຠᯝ䜢、⊂自の学⩦䛸、௚

人䛛䜙のၨ発䛻䜘䜛௚ᚊグ᠈䛻䜘䜛ຠᯝ䛸でẚ㍑᳨ドした䚹 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
㈍売ಁ㐍員䛻䜘䜛។ឺの䛺䛛䛳た᪉䛜㉎㈙者 ᗘ䛜高䛔

のは、។ឺ䛻ㄏ発䛥䜜ず䛻自䜙の学⩦䛻᰿ᕪしたពᛮで㉎㈙

決定した㢳ᐈは។ឺ䛻ᙳ㡪䛥䜜䛶㉎㈙した㢳ᐈ䜘䜚もၟ品の

㨩ຊᗘ䜢῝䛟ㄆ㆑し,䛭䜜䛻䜘䜚ᙉ䛟ඹ㬆し䛶䛔䜛䛣䛸䜢♧၀䚹 
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ᅗ 1 3 . 䜹䝑プル㉎㈙⪅の共㬆䝟䝍ーン. 
䛣䜜は、ಶ䚻人の学⩦య㦂䛻ຍ䛘䛶䢆䢛䡬䢀䢁䡬の学⩦䛜

MCS䜔SNSのㄏ発䛻ᙳ㡪䜢ཬ䜌し䛶䛔䜛䛣䛸䜢♧၀䛩䜛䚹 
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ᅗ 1 1 . ㉎㈙⪅の㢦㠃 度ኚ化のᶆ‽䝟䝍ーン ( 1 ) . 
 

  
 

ᅗ 1 1 - 2 . ㉎㈙⪅の㢦㠃 度ኚ化のᶆ‽䝟䝍ーン ( 2 ) . 

 

ᅗ 1 2 . 非㉎㈙⪅の㢦㠃 度ኚ化のᶆ‽䝟䝍ーン. 

              

M      33.7       33.5      33.7      32.9      32.5       32.5      33.3 
F      30.3       32.1      31.7      31.3      31.3       31.3      31.7 

 
 

 

 

2 ᭶ 19 日㸦土）            2 ᭶ 20 日㸦日） 
(㈍኎ಁ㐍ဨによるヨ㣗។ឺあり)          (同។ឺなし)  

㉎㈙者     㠀㉎㈙者         ㉎㈙者    㠀㉎㈙者 
 

 

 
 

3 2 .4   
3 3 .1  

3 1 .5  3 1 .5  

⊂自の 

学⩦グ᠈ 
⊂自学⩦ 

௚ᚊグ᠈ 

ᅗ 1 4 . Ꮫ⩦の㉎㈙ㄏⓎ効果䠖  ⊂自Ꮫ⩦と௚ᚊグ᠈. 
 

䛛䛴䛶の学⩦䛸の㢮ఝ性䜢ᙸᙿ     㦫き  学⩦䜢᝿㉳   ႐䜃 ‶㊊⤒㦂䛭のもの䛸☜ド 

M C S  S N S  M C S  S N S  M C S  

䢆䢛䡼䡬䢙 (1) 䢆䢛䡼䡬䢙 (2) 

 

( 2 )  㠀㉎㈙者のᶆ‽パターン 

᭷ຠ䡷䢙䢈䢛䢕ྛ 50 ྡ、

ィ 200 ྡ 

5. 䝣䜱ン䝷ンドでの➨ 2 ḟ䢆䢛䡮䢗䡫䢀ᐇ㦂 
 
  ௨上の᪥ᮏの䡹䡬䢆䢛䡬䢋䡬䡵䡫䢀での䢆䢛䡮䢗䡫䢀ᐇ㦂䛻❧⬮し䛶、 
䐟⋓ᚓ▱ぢのྛᅜのᩥ化䜔័⩦➼䜢㉸䛘たඹ㏻性の᳨ド 
䐠学⩦ㄏ発ຠᯝのぢᴟ䜑➼᪥ᮏᐇ㦂のไ⣙・㝈⏺の⿵᏶ 
䜢䛽䜙䛔䛻、2012 年 3 ᭶ 6,7 ᪥䛻、䢈䡤䢙䢓䢙䢀䢚 䢑䡯䢚䡣䡹䡳䡩䢓ᕷ䛻
䛚䛔䛶同ᅜ᭱኱ᡭの䡹䡬䢆䢛䡬䢋䡬䡵䡫䢀で䛒䜛䡻䡶䡹の化⢝品䡶䡬䢁
䡬で᪥ᮏ䛸同୍のᡭἲで➨ 2 ḟ䢆䢛䡮䢗䡫䢀ᐇ㦂䜢ᐇ᪋䚹 
 
ᐇ㦂対㇟䠖化⢝品䡶䡬䢁䡬     䡷䡬䢏䡴䢚䢓䢈䡤の設⨨   化⢝品䡶䡬䢁䡬䜈の᥋㏆ 

  
化⢝品の㑅定          ㈍売ಁ㐍員の។ឺ       ヨ化⢝ 

  
ᅗ 1 5 . 䢈䡤䢙䢓䢙䢀䢚  䡻䡶䡹  䡹䡬䢆䢛䡬䢋䡬䡵䡫䢀での第 2 ḟ䢆䢛䡮䢗䡫䢀実㦂.. 

 

5 .1  ㉎㈙⾜動䛸㢦㠃 ᗘのኚ化  
 

 ( 1 )  ㉎㈙⾜動の䢆䢚䢔䡰䡬䡸䡪䢙䛸㢦㠃 ᗘኚ化の䝟䝍ーン 
 
( i )  䜿ース䠍 ( ㈍ಁ員のㄝ明 䠇ヨ化⢝䠇ಁ㐍員の។ )ឺ  
 

 

 
 
 
 
 

 
 

ᅗ 1 6 - 1 . ㉎㈙⪅の㢦㠃 度ኚ化の䝟䝍ーン  ( 1 ) . 
 
᪥ᮏのᐇ㦂同ᵝ、化⢝品䡶䡬䢁䡬䛻᥋㏆、㈍ಁ員のㄝ明、ヨ

化⢝、㈍ಁ員の។ឺ䛻ᛂ䛨䛶㢦㠃 ᗘは上᪼䚹し䛛し、។ឺ
䜢ཷ䛡、㉎㈙決定㐣⛬でపୗ䚹㈍ಁ員䛻化⢝のぢᰤ䛘䜢䜋
䜑䜙䜜、႐䜃䛜ႏ㉳䛥䜜 SNS 䛻㌿䛨た化⢝ᅛ᭷要ᅉ䛻㉳ᅉ䚹 
 
( i i )  䜿ース 2  ( ㈍ಁ員のㄝ明  䠇  ಁ㐍員の។ឺ )  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ᅗ 1 6 - 2 . ㉎㈙⪅の㢦㠃 度ኚ化の䝟䝍ーン  ( 2 ) . 

 
ヨ化⢝䛻᭰䜟䜛㈍ಁ員のㄝ明䚹䡵䡬䡹䠍䛸同ᵝの䢆䢛䡼䡬䢙䚹 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

᪥ᮏでの䡲䡫䢈䢛䢕㉎㈙者同ᵝ、཭人のពぢ䛻䜘䛳䛶୍᪦㛵

ᚰ䛜ⴎ䛘䜛も、㈍ಁ員のㄝ明、ヨ化⢝䛻䜘䛳䛶‶㊊䛜ႏ㉳䚹 
 
( i v )  䜿ース 4  ( ㈍ಁ員のㄝ明  䠇  ヨ化⢝  䠇  ㈍ಁ員の។ឺ )  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

ᅗ 1 6 - 4 . ㉎㈙⪅の㢦㠃 度ኚ化の䝟䝍ーン  ( 4 ) . 
 

上᪼䜢⥆䛡た㢦㠃 ᗘはヨ化⢝ᚋ䛻పୗ䚹化⢝のぢᰤ
䛘䛻対䛩䜛୙Ᏻ䛻䜘䛳䛶 SNS䛻㌿䛨た䛣䛸䛻㉳ᅉ䚹㈍ಁ員の
⛠㈶䛻Ᏻ䬌し䛶෌䜃 MCS 䛻㌿䛨上᪼䚹 
 
( v )  䜿ース 5  ( ㈍ಁ員のㄝ明  䠇  ヨ化⢝  䠇  ㈍ಁ員の។ឺ )  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ᅗ 1 6 - 5 . ㉎㈙⪅の㢦㠃 度ኚ化の䝟䝍ーン  ( 5 ) .   
᭱ึ、化⢝品の㝞ิ䛻௮ኳし䛶 SNS 䛻䜘䜚పୗ䚹㈍ಁ員の

ㄝ明䜢ዎ機䛻 MCS 䛻㌿䛨䛶㢦㠃 ᗘ上᪼䜢持⥆䚹 
 

( 2 )  㠀㉎㈙者のᶆ‽パターン

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

日本のᐇ験同様、㉎㈙者とは㏫に㢦㠃 ᗘは低ୗഴ向。 
 

5 .2  学⩦ᒚṔ䛻౫ᣐ䛩䜛㢦㠃 ᗘኚ化の䢆䢚䢔䡰䡬䡸䡪䢙  
௨上の㉎㈙⾜動䛸㢦㠃 ᗘのኚ化䢆䢛䡼䡬䢙は、ᇶᮏⓗ䛻は

᪥ᮏのᐇ㦂⤖ᯝ同ᵝ䛂㢦㠃 ᗘ䢈䡤䡬䢀䢚䢆䢚䡫䡴௬ㄝ䛃䜢ᨭ持䚹し䛛
し、᪥ᮏの䢎䢗䢙䢆䢛䢙の䜘䛖䛺間᥋ⓗ䛺႐䜃䛸␗䛻䛩䜛化⢝品ᅛ
᭷の┤᥋ⓗ႐䜃䛻㛵㐃䛩䜛ከᵝ䛺㢦㠃 ᗘኚ化䢆䢛䡼䡬䢙は、
䜘䜚ᙉ䛔学⩦ᒚṔのᙳ㡪䜢♧၀䚹 
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F i g . 2 2 . V a r i a t i o n  o f  F a c i a l  T e m p e r a t u r e  C h a n g i n g  P a t t e r n  i n  Purchased ( 3 ) . 
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( i i i )  䜿ース 3  ( ཭人䛸の┦ㄯ  䠇  ㈍ಁ員のㄝ明 䠇  ヨ化⢝ )  
 

ᅗ 1 6 - 3 . ㉎㈙⪅の㢦㠃 度ኚ化の䝟䝍ーン  ( 3 ) . 
 

Accessed to the  
cosmetic corner  Recommendation 

by sales promoter
Induced by 
sales promoter 

Decided to purchase 
by satisfying 

ᅗ 1 7. 化⢝ရᅛ有の㉎㈙⪅㢦㠃 度ኚ化䢆䢛䡼䡬䢙の示၀䛩るᏛ⩦ᒚṔのᙳ㡪. 
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6. ඹ㐍ⓗ学⩦   
6 .1  学⩦ᒚṔ䛸㢦㠃 ᗘのኚ化   

ඛ䛻䜏た䜘䛖䛻、自ಙస䜢䡭䢇䢛䡬䢕し䜘䛖䛸䛖䜛㠉᪂ⓗၟ品・
䡷䡬䢇䢚䡹䛸自䜙䛜୺ᙺ䛸䛺䜛䡵䢚䡬䢍䛻⬚䜢㋀䜙䛫䜛消費者཮᪉
のಙྕのඹ㬆は䡮䢅䢉䢚䡬䡸䡪䢙䛸消費の༠๰の䢀䢔䡲䢚䡬䜢䛺䛩䚹 
䛣のඹ㬆䜢㏻䛨䛶、消費者は、ᛀ䜜䛶䛔た㐣ཤ䛻⤒㦂した

ᛀ䜜䛜た䛔႐䜃䜢᝿䛔出し、䜎た㏫䛻䛣䜜䛜ඹ㬆䜢ㄏ発し
た䜚䛩䜛た䜚䛩䜛䚹 
䢅䡬䢉䢚䢕⤒済学㈹の Modigliani (1965) [22] は、䛂人䚻は㐣

ཤ䛻࿡䜟䛳た᭱高の消費䜢ᛀ䜜䜙䜜ず、䛭䜜䛜⏕ᾭの消費
⾜動䜢つ定䛩䜛䛃 䛸ᣦ᦬した䛜、䛣のඹ㬆は、䛂㐣ཤ䛻࿡䜟
䛳た᭱高の消費䛃 の学⩦䜢᝿㉳䛥䛫䜛もので䛒䜛䚹 
䛣䜜は、Maslow (1954) [17] の♧䛩5ẁ㝵のḧ求㝵ᒙ 䐟

⏕⌮ⓗḧ求(㣗䜉≀・Ỉ・╧╀)、䐠Ᏻ඲のḧ求(ಖ㝤・Ᏻ඲)、
䐡♫఍ⓗḧ求(ぶ஺・཭᝟・ᜊឡ)、䐢自ᑛḧ求(㐩ᡂឤ・自
ᑛᚰ・ྡኌ)、䐣自ᕫᐇ⌧のḧ求(自ᕫᐇ⌧・人⏕䜢㇏䛛䛻
䛩䜛⤒㦂)、5 䛴のḧ求䛩䜉䛶䜢‶たした䛂自ᕫᐇ⌧者䛃のಖ
᭷䛩䜛特ᚩ䛻ྵ䜎䜜䜛 䛂⮳高䛺もの䛻ゐ䜜䜛⚄⛎ⓗయ㦂䛃
䜢᝿䛔だ䛥䛫䜛ものでも䛒䜛䚹 
䜎た、∦ᖹ (1987, 2003) [12, 13] の 䛂消費者䛜䛒䜛ၟ品

䜔䡷䡬䢇䢚䡹䛻㐼㐝した᫬の㦫き䜔ឤ動は⬻⣽⬊䛻้䜏㎸䜎䜜、
䛭のᚋ䛭のၟ品䜢㏻䛨䛶࿡䜟䛳た⯆ዧ䜔ᴦし䛥、‶㊊ឤ䛻
䜘䛳䛶䢈䢚䢓䢙䢀䢚䛜ᙉ化䛥䜜、☜ᅛた䜛もの䛻䛺䜛䛃 䛸䛔䛖䢈䢚䢓䢙䢀䢚
ᙧᡂ௬ㄝ䛸も➢ྜ䛩䜛もので䛒䜚、䛣䜜も㐣ཤ䛻య㦂した学
⩦䛜䢈䢚䢓䢙䢀䢚ᙧᡂ䜢ㄏ発䛩䜛䛣䛸䜢♧䛩もので䛒䜛䚹 

    䛔ず䜜も、消費者の㐣ཤの学⩦⤒㦂䛜䛣のඹ㬆、䛭の⌧
㇟た䜛㢦㠃 ᗘの上᪼䛻決定ⓗ䛺ᙺ๭䜢ᯝたし䛶䛚䜚、学
⩦䛜ඹ㬆䜢ㄏ発䛩䜛䛣䛸䛜䛖䛛䛜䜟䜜䜛䚹  
6 .2  䢆䢛䡮䢗䡫䢀ᐇ㦂䛛䜙ᚓ䜙䜜た学⩦のඹ㬆ㄏ発ຠᯝ 
( 1 )  ➨ 1 ḟ䢆䢛䡮䢗䡫䢀ᐇ㦂 
ᮾிでの➨ 1 ḟ䢆䢛䡮䢗䡫䢀ᐇ㦂では、ᚲずしもඹ㬆䛻対䛩䜛

学⩦のᙺ๭䜢明♧ⓗ䛻᳨ド䛩䜛䛣䛸䜢䛽䜙䛔䛔䛸したもので
は䛺䛛䛳た䛜、 
䐟䡲䡫䢈䢛䢕㉎㈙者のඹ㬆の᳨ド䛻䜘䜚、䛂ಶ䚻人の学⩦య㦂
䛻ຍ䛘䛶䢆䢛䡬䢀䢁䡬の学⩦䛜㢦㠃 ᗘ上ୗ䛻ᙳ㡪䛃 

䐠㈍売ಁ㐍員の᭷↓䛻䜘䜛䜲ン䝟䜽䝖のẚ㍑᳨ド䛻䜘䜚、
䛂௚人の។ឺ䛻ㄏ発䛥䜜ず䛻自䜙の学⩦䛻᰿ᕪしたពᛮ
で㉎㈙決定した㢳ᐈは។ឺ䛻ᙳ㡪䛥䜜䛶㉎㈙した㢳ᐈ䜘
䜚もၟ品の㨩ຊᗘ䜢῝䛟ㄆ㆑し、䛭䜜䛻ᙉ䛟ඹ㬆䛃 

䛸の▱ぢ䜢ᚓ䜛䛣䛸䛜できた䚹 
 
䠄 2 )  ➨ 2 ḟ䢆䢛䡮䢗䡫䢀ᐇ㦂

䢈䡤䢙䢓䢙䢀䢚での➨ 2 ḟ䢆䢛䡮䢗䡫䢀ᐇ㦂では、➨ 1 ḟᐇ㦂の⿵᏶
䛸し䛶ඹ㬆䛻対䛩䜛学⩦のᙺ๭の᳨ド䜢も୺║䛻、消費者
の学⩦ຠᯝ䜢┤ᡖ䛻཯ᫎ䛩䜛化⢝品䜢対㇟䛻、学⩦ᙳ㡪
の䜲ン䝟䜽䝖のẚ㍑᳨ド䜢ᛕ㢌䛻䛚䛔たᅗ 17 䛻♧䛩 5 ✀㢮
の㉎㈙䢆䢛䡼䡬䢙のẚ㍑㏣従䜢⾜䛳た䚹 

 
⾲ 1  学⩦ຠᯝのẚ㍑䛻どⅬ䜢ᤣ䛘た୧ᐇ㦂のẚ㍑ 
  

      㨩ຊၟ品 ⿕㦂者䛸の┦対㛵係  学⩦の⃰ῐ 
 
➨ 1 ḟ 䢎䢗䢙䢆䢛䢙 対⿕㦂者間᥋ⓗ ᝿㉳䛩䜉き学⩦䜘䜚ᕼⷧ  
➨ 2 ḟ 化⢝品 対⿕㦂者┤ᡖⓗ ᝿㉳䛩䜉き学⩦䜘䜚㩭明 
   

⤖ᯝは、ᅗ 17 䛻♧䛩䜘䛖䛻、➨ 1 ḟ䢆䢛䡮䢗䡫䢀ᐇ㦂䛻ẚし䛶、
㉎㈙者の㦫き・୙Ᏻ・႐䜃䛜䜘䜚㩭明䛻⾲䜜、㢦㠃 ᗘの上
ୗ動䛜䜘䜚㢧ⴭ䛻䛖䛛䛜䜟䜜た䚹 
䛣䜜は、➨ 1 ḟᐇ㦂の䢎䢗䢙䢆䢛䢙の䜘䛖䛜消費者䠄⿕㦂者䠅䛻

䛸䛳䛶間᥋ⓗ䛺Ꮡᅾで䛒䜛の䛻対し䛶、化⢝品は消費者䛜
┤᥋ホ౯対㇟䛸䛺䜛もので䛒䜚、㦫き䜔႐䜃、ヨ化⢝᫬の䢈䡤
䡫䡼䢇䢚䡤䡿䡤䛻対䛩䜛୙Ᏻも኱き䛟、ᚲ↛ⓗ䛻、᳨ドの䢆䢚䢗䢎䡬䡼䡬
た䜛㐣ཤの自ᕫ学⩦ᒚṔ䛜䜘䜚㩭明䛻᝿㉳䛥䜜、䛭の᳨⣴
䛜䜘䜚⃭し䛟⾜䜟䜜䜛、䛣䛸䛻㉳ᅉ䛩䜛もの䛸⪃䛘䜙䜜䜛䚹 

6 .3  消費者䛸㠉᪂ⓗၟ品・䡷䡬䢇䢚䡹のඹ㐍ⓗ学⩦ 
Flijda (1986) [6]. Mithen (2003) [21] 䜙は、⎔ቃ䛻㐺ᛂし

䛶⏕Ꮡ䜢䭛䛩⏕≀は、ヨ⾜㘒ㄗの⧞䜚㏉しの୰䛛䜙⎔ቃの
≧ἣ䛻ᛂ䛨た㐺ᛂの௙᪉䜢学⩦し、グ᠈し、䛭のグ᠈の୰
䛛䜙⎔ቃ≧ἣ䛻㐺した᭱㐺㐺ᛂ≧ἣ䜢᝿㉳し䛶㡰ᛂ䛩䜛䛸
ඹ䛻⎔ቃの᪉䜢も自ᕫの㐺ᛂ䛻ዲ㒔ྜ䛺᪉ྥ䛻ㄏᑟし䛶
䛔き、䛭䜜䛻ᛂ䛨䛶⎔ቃも䛭のໟᦤ䛩䜛⏕≀✀の≧ἣ䛻䜅
䛥䜟し䛔≧ἣ䜢学⩦し䛶自ᕫ䡸䢈䢀し䛶䛔き、䛣䜜䛻䜘䛳䛶⏕
≀・⎔ቃ䛜ඹ㐍䜢ᅗ䜚䛴䛴持⥆性䛻ඃ䜜た⎔ቃ䜢ᙧᡂし䛶
䛔䛟、䛸ᣦ᦬し䛶䛔䜛䚹 

䛣䜜は、┦஫䛻ၨ発し䛒䛖ዲᚠ⎔た䜛ඹ㐍化䜢は䛛䜚䛴䛴
持⥆発ᒎⓗ䛺㛵係䜢ᵓ⠏䛩䜛⏕≀✀䛸⎔ቃは、཮᪉の学
⩦のඹ㐍䛻౫ᣐし䛶䛔䜛䛣䛸䜢♧၀䛩䜛もので䛒䜛䚹 

⌧ୗの䢉䢈䢛䡼䡶䢚䢙䡸䢙䢀䢚䢗䡬䢍ୗ䛻䛚䛔䛶䡮䢅䢉䢚^䡸䡪䢙䛸消費䛸の
༠๰䛜୙ྍḞで䛒䜚、䛭䜜は、ၟ品・䡷䡬䢇䢚䡹䛸消費者䛸のඹ
㬆䛻ゐ発䛥䜜、学⩦䛻ㄏ発䛥䜜䜛䚹従䛳䛶ຠᯝⓗ䛺学⩦の
ຍ㏿䛜➨ 3 の⏘業㠉࿨ୗの䡮䢅䢉䢚䡬䡸䡪䢙䢏䡿䢚䢕の㘽䛸䛺䜛䚹 

Flida, Mitchen 䜙のᣦ᦬は䛣䜜䛻⇵ග䜢୚䛘䜛もので䛒䜛䚹
䛩䛺䜟䛱ຠᯝⓗ䛺学⩦のຍ㏿は、従᮶⪃䛘䜙䜜䛶䛔た䜘䛖
䛺消費者䛻䜘䜛ものだ䛡で䛺䛟、䡮䢂䢉䢚䡬䡸䡪䢙自㌟も自䜙学⩦
し、䛭䜜䛜消費者の学⩦䜢ၨ発し、消費者の学⩦は䡮䢅䢉䢚䡬䡸
䡪䢙の᭦䛺䜛学⩦䜢ㄏ発䛩䜛、䛸䛔䛖཮᪉のඹ㐍ⓗ学⩦䛜㘽
䛸䛺䜛䛣䛸䜢♧䛩䚹 

䛣の䜘䛖䛺䡮䢅䢉䢚䡬䡸䡪䢙䛸消費者のඹ㐍ⓗ学⩦は、᪥ᮏのከ
機⬟ᦠᖏ電ヰの自ᕫቑṪ発ᒎ㐣⛬の୰でも㢧ⴭ䛻䛖䛛䛜
䜟䜜䜛 (Watanabe, Kanno and Tou, 2012) [36] (ᅗ 18, 19). 

 

 

ᅗ 1 8 . ከᶵ⬟ᦠᖏ㟁ヰ࿘㎶ᢏ⾡のᏛ⩦効果の因果性 (2000-2007). 

ᅗ 1 9 ．ከᶵ⬟ᦠᖏ㟁ヰのとᾘ㈝の共㐍 (2000-2007). 

  IBM の䢗䢎䡫䡿䡤 CEO は、䛂䡶䢙䢇䢛䡩䡬䡿䡤䢙䡴䢚のୡ⏺は機器䛜自䜙学⩦䛩
䛩䜛䛄➨ 3 のẁ㝵䛅䛻ධ䜚、䡶䢙䢇䢛䡩䡬䡼䡬の機⬟䛜㐍化し䢇䢚䡫䡴䢚䡿䢚䡬䡼䡬䜢ゎศ
ᯒ䛩䜛⬟ຊ䜢ഛ䛘䜛䛣䛸で、௻業⤒Ⴀ䛻኱き䛺ᙳ㡪䜢୚䛘䜛䛃䛸ᣦ᦬し䛶
䛔䜛䛜、䜎䛥䛻、௨上の動き䜢Ὕᐹ䛩䜛もので䛒䜛䚹 
 

新ᶵ⬟のᏛ⩦と䢑䡬䡷䢚䡬のᏛ⩦ᵓ㐀のኚ化 

ᅗ 2 0 は、௨上䛻༶した、௒᪥㏣求䛩䜉きඹ㐍ⓗ学⩦ 䊻 ඹ㬆 
䊻 䡮䢅䢉䢚䡬䡸䡪䢙䛸消費の༠๰の䡼䢚䡮䢁䢌䡹䢚䢍䜢♧䛩・ 

ᅗ 2 0 .共㐍的Ꮫ⩦・共㬆・協๰の䡼䢚䡮䢁䢌䡹䢚䢍. 
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6. ඹ㐍ⓗ学⩦   
6 .1  学⩦ᒚṔ䛸㢦㠃 ᗘのኚ化   

ඛ䛻䜏た䜘䛖䛻、自ಙస䜢䡭䢇䢛䡬䢕し䜘䛖䛸䛖䜛㠉᪂ⓗၟ品・
䡷䡬䢇䢚䡹䛸自䜙䛜୺ᙺ䛸䛺䜛䡵䢚䡬䢍䛻⬚䜢㋀䜙䛫䜛消費者཮᪉
のಙྕのඹ㬆は䡮䢅䢉䢚䡬䡸䡪䢙䛸消費の༠๰の䢀䢔䡲䢚䡬䜢䛺䛩䚹 
䛣のඹ㬆䜢㏻䛨䛶、消費者は、ᛀ䜜䛶䛔た㐣ཤ䛻⤒㦂した

ᛀ䜜䛜た䛔႐䜃䜢᝿䛔出し、䜎た㏫䛻䛣䜜䛜ඹ㬆䜢ㄏ発し
た䜚䛩䜛た䜚䛩䜛䚹 
䢅䡬䢉䢚䢕⤒済学㈹の Modigliani (1965) [22] は、䛂人䚻は㐣

ཤ䛻࿡䜟䛳た᭱高の消費䜢ᛀ䜜䜙䜜ず、䛭䜜䛜⏕ᾭの消費
⾜動䜢つ定䛩䜛䛃 䛸ᣦ᦬した䛜、䛣のඹ㬆は、䛂㐣ཤ䛻࿡䜟
䛳た᭱高の消費䛃 の学⩦䜢᝿㉳䛥䛫䜛もので䛒䜛䚹 
䛣䜜は、Maslow (1954) [17] の♧䛩5ẁ㝵のḧ求㝵ᒙ 䐟

⏕⌮ⓗḧ求(㣗䜉≀・Ỉ・╧╀)、䐠Ᏻ඲のḧ求(ಖ㝤・Ᏻ඲)、
䐡♫఍ⓗḧ求(ぶ஺・཭᝟・ᜊឡ)、䐢自ᑛḧ求(㐩ᡂឤ・自
ᑛᚰ・ྡኌ)、䐣自ᕫᐇ⌧のḧ求(自ᕫᐇ⌧・人⏕䜢㇏䛛䛻
䛩䜛⤒㦂)、5 䛴のḧ求䛩䜉䛶䜢‶たした䛂自ᕫᐇ⌧者䛃のಖ
᭷䛩䜛特ᚩ䛻ྵ䜎䜜䜛 䛂⮳高䛺もの䛻ゐ䜜䜛⚄⛎ⓗయ㦂䛃
䜢᝿䛔だ䛥䛫䜛ものでも䛒䜛䚹 
䜎た、∦ᖹ (1987, 2003) [12, 13] の 䛂消費者䛜䛒䜛ၟ品

䜔䡷䡬䢇䢚䡹䛻㐼㐝した᫬の㦫き䜔ឤ動は⬻⣽⬊䛻้䜏㎸䜎䜜、
䛭のᚋ䛭のၟ品䜢㏻䛨䛶࿡䜟䛳た⯆ዧ䜔ᴦし䛥、‶㊊ឤ䛻
䜘䛳䛶䢈䢚䢓䢙䢀䢚䛜ᙉ化䛥䜜、☜ᅛた䜛もの䛻䛺䜛䛃 䛸䛔䛖䢈䢚䢓䢙䢀䢚
ᙧᡂ௬ㄝ䛸も➢ྜ䛩䜛もので䛒䜚、䛣䜜も㐣ཤ䛻య㦂した学
⩦䛜䢈䢚䢓䢙䢀䢚ᙧᡂ䜢ㄏ発䛩䜛䛣䛸䜢♧䛩もので䛒䜛䚹 

    䛔ず䜜も、消費者の㐣ཤの学⩦⤒㦂䛜䛣のඹ㬆、䛭の⌧
㇟た䜛㢦㠃 ᗘの上᪼䛻決定ⓗ䛺ᙺ๭䜢ᯝたし䛶䛚䜚、学
⩦䛜ඹ㬆䜢ㄏ発䛩䜛䛣䛸䛜䛖䛛䛜䜟䜜䜛䚹  
6 .2  䢆䢛䡮䢗䡫䢀ᐇ㦂䛛䜙ᚓ䜙䜜た学⩦のඹ㬆ㄏ発ຠᯝ 
( 1 )  ➨ 1 ḟ䢆䢛䡮䢗䡫䢀ᐇ㦂 
ᮾிでの➨ 1 ḟ䢆䢛䡮䢗䡫䢀ᐇ㦂では、ᚲずしもඹ㬆䛻対䛩䜛

学⩦のᙺ๭䜢明♧ⓗ䛻᳨ド䛩䜛䛣䛸䜢䛽䜙䛔䛔䛸したもので
は䛺䛛䛳た䛜、 
䐟䡲䡫䢈䢛䢕㉎㈙者のඹ㬆の᳨ド䛻䜘䜚、䛂ಶ䚻人の学⩦య㦂
䛻ຍ䛘䛶䢆䢛䡬䢀䢁䡬の学⩦䛜㢦㠃 ᗘ上ୗ䛻ᙳ㡪䛃 

䐠㈍売ಁ㐍員の᭷↓䛻䜘䜛䜲ン䝟䜽䝖のẚ㍑᳨ド䛻䜘䜚、
䛂௚人の។ឺ䛻ㄏ発䛥䜜ず䛻自䜙の学⩦䛻᰿ᕪしたពᛮ
で㉎㈙決定した㢳ᐈは។ឺ䛻ᙳ㡪䛥䜜䛶㉎㈙した㢳ᐈ䜘
䜚もၟ品の㨩ຊᗘ䜢῝䛟ㄆ㆑し、䛭䜜䛻ᙉ䛟ඹ㬆䛃 

䛸の▱ぢ䜢ᚓ䜛䛣䛸䛜できた䚹 
 
䠄 2 )  ➨ 2 ḟ䢆䢛䡮䢗䡫䢀ᐇ㦂  
䢈䡤䢙䢓䢙䢀䢚での➨ 2 ḟ䢆䢛䡮䢗䡫䢀ᐇ㦂では、➨ 1 ḟᐇ㦂の⿵᏶

䛸し䛶ඹ㬆䛻対䛩䜛学⩦のᙺ๭の᳨ド䜢も୺║䛻、消費者
の学⩦ຠᯝ䜢┤ᡖ䛻཯ᫎ䛩䜛化⢝品䜢対㇟䛻、学⩦ᙳ㡪
の䜲ン䝟䜽䝖のẚ㍑᳨ド䜢ᛕ㢌䛻䛚䛔たᅗ 17 䛻♧䛩 5 ✀㢮
の㉎㈙䢆䢛䡼䡬䢙のẚ㍑㏣従䜢⾜䛳た䚹 

 
⾲ 1  学⩦ຠᯝのẚ㍑䛻どⅬ䜢ᤣ䛘た୧ᐇ㦂のẚ㍑ 
  

      㨩ຊၟ品 ⿕㦂者䛸の┦対㛵係  学⩦の⃰ῐ 
 
➨ 1 ḟ 䢎䢗䢙䢆䢛䢙 対⿕㦂者間᥋ⓗ ᝿㉳䛩䜉き学⩦䜘䜚ᕼⷧ  
➨ 2 ḟ 化⢝品 対⿕㦂者┤ᡖⓗ ᝿㉳䛩䜉き学⩦䜘䜚㩭明 
   

⤖ᯝは、ᅗ 17 䛻♧䛩䜘䛖䛻、➨ 1 ḟ䢆䢛䡮䢗䡫䢀ᐇ㦂䛻ẚし䛶、
㉎㈙者の㦫き・୙Ᏻ・႐䜃䛜䜘䜚㩭明䛻⾲䜜、㢦㠃 ᗘの上
ୗ動䛜䜘䜚㢧ⴭ䛻䛖䛛䛜䜟䜜た䚹 
䛣䜜は、➨ 1 ḟᐇ㦂の䢎䢗䢙䢆䢛䢙の䜘䛖䛜消費者䠄⿕㦂者䠅䛻

䛸䛳䛶間᥋ⓗ䛺Ꮡᅾで䛒䜛の䛻対し䛶、化⢝品は消費者䛜
┤᥋ホ౯対㇟䛸䛺䜛もので䛒䜚、㦫き䜔႐䜃、ヨ化⢝᫬の䢈䡤
䡫䡼䢇䢚䡤䡿䡤䛻対䛩䜛୙Ᏻも኱き䛟、ᚲ↛ⓗ䛻、᳨ドの䢆䢚䢗䢎䡬䡼䡬
た䜛㐣ཤの自ᕫ学⩦ᒚṔ䛜䜘䜚㩭明䛻᝿㉳䛥䜜、䛭の᳨⣴
䛜䜘䜚⃭し䛟⾜䜟䜜䜛、䛣䛸䛻㉳ᅉ䛩䜛もの䛸⪃䛘䜙䜜䜛䚹 

6 .3  消費者䛸㠉᪂ⓗၟ品・䡷䡬䢇䢚䡹のඹ㐍ⓗ学⩦ 
Flijda (1986) [6]. Mithen (2003) [21] 䜙は、⎔ቃ䛻㐺ᛂし

䛶⏕Ꮡ䜢䭛䛩⏕≀は、ヨ⾜㘒ㄗの⧞䜚㏉しの୰䛛䜙⎔ቃの
≧ἣ䛻ᛂ䛨た㐺ᛂの௙᪉䜢学⩦し、グ᠈し、䛭のグ᠈の୰
䛛䜙⎔ቃ≧ἣ䛻㐺した᭱㐺㐺ᛂ≧ἣ䜢᝿㉳し䛶㡰ᛂ䛩䜛䛸
ඹ䛻⎔ቃの᪉䜢も自ᕫの㐺ᛂ䛻ዲ㒔ྜ䛺᪉ྥ䛻ㄏᑟし䛶
䛔き、䛭䜜䛻ᛂ䛨䛶⎔ቃも䛭のໟᦤ䛩䜛⏕≀✀の≧ἣ䛻䜅
䛥䜟し䛔≧ἣ䜢学⩦し䛶自ᕫ䡸䢈䢀し䛶䛔き、䛣䜜䛻䜘䛳䛶⏕
≀・⎔ቃ䛜ඹ㐍䜢ᅗ䜚䛴䛴持⥆性䛻ඃ䜜た⎔ቃ䜢ᙧᡂし䛶
䛔䛟、䛸ᣦ᦬し䛶䛔䜛䚹 

䛣䜜は、┦஫䛻ၨ発し䛒䛖ዲᚠ⎔た䜛ඹ㐍化䜢は䛛䜚䛴䛴
持⥆発ᒎⓗ䛺㛵係䜢ᵓ⠏䛩䜛⏕≀✀䛸⎔ቃは、཮᪉の学
⩦のඹ㐍䛻౫ᣐし䛶䛔䜛䛣䛸䜢♧၀䛩䜛もので䛒䜛䚹 

⌧ୗの䢉䢈䢛䡼䡶䢚䢙䡸䢙䢀䢚䢗䡬䢍ୗ䛻䛚䛔䛶䡮䢅䢉䢚^䡸䡪䢙䛸消費䛸の
༠๰䛜୙ྍḞで䛒䜚、䛭䜜は、ၟ品・䡷䡬䢇䢚䡹䛸消費者䛸のඹ
㬆䛻ゐ発䛥䜜、学⩦䛻ㄏ発䛥䜜䜛䚹従䛳䛶ຠᯝⓗ䛺学⩦の
ຍ㏿䛜➨ 3 の⏘業㠉࿨ୗの䡮䢅䢉䢚䡬䡸䡪䢙䢏䡿䢚䢕の㘽䛸䛺䜛䚹 

Flida, Mitchen 䜙のᣦ᦬は䛣䜜䛻⇵ග䜢୚䛘䜛もので䛒䜛䚹
䛩䛺䜟䛱ຠᯝⓗ䛺学⩦のຍ㏿は、従᮶⪃䛘䜙䜜䛶䛔た䜘䛖
䛺消費者䛻䜘䜛ものだ䛡で䛺䛟、䡮䢂䢉䢚䡬䡸䡪䢙自㌟も自䜙学⩦
し、䛭䜜䛜消費者の学⩦䜢ၨ発し、消費者の学⩦は䡮䢅䢉䢚䡬䡸
䡪䢙の᭦䛺䜛学⩦䜢ㄏ発䛩䜛、䛸䛔䛖཮᪉のඹ㐍ⓗ学⩦䛜㘽
䛸䛺䜛䛣䛸䜢♧䛩䚹 

䛣の䜘䛖䛺䡮䢅䢉䢚䡬䡸䡪䢙䛸消費者のඹ㐍ⓗ学⩦は、᪥ᮏのከ
機⬟ᦠᖏ電ヰの自ᕫቑṪ発ᒎ㐣⛬の୰でも㢧ⴭ䛻䛖䛛䛜
䜟䜜䜛 (Watanabe, Kanno and Tou, 2012) [36] (ᅗ 18, 19). 

 

 

ᅗ 1 8 . ከᶵ⬟ᦠᖏ㟁ヰ࿘㎶ᢏ⾡のᏛ⩦効果の因果性 (2000-2007). 

ᅗ 1 9 ．ከᶵ⬟ᦠᖏ㟁ヰのとᾘ㈝の共㐍 (2000-2007). 

  IBM の䢗䢎䡫䡿䡤 CEO は、䛂䡶䢙䢇䢛䡩䡬䡿䡤䢙䡴䢚のୡ⏺は機器䛜自䜙学⩦䛩
䛩䜛䛄➨ 3 のẁ㝵䛅䛻ධ䜚、䡶䢙䢇䢛䡩䡬䡼䡬の機⬟䛜㐍化し䢇䢚䡫䡴䢚䡿䢚䡬䡼䡬䜢ゎศ
ᯒ䛩䜛⬟ຊ䜢ഛ䛘䜛䛣䛸で、௻業⤒Ⴀ䛻኱き䛺ᙳ㡪䜢୚䛘䜛䛃䛸ᣦ᦬し䛶
䛔䜛䛜、䜎䛥䛻、௨上の動き䜢Ὕᐹ䛩䜛もので䛒䜛䚹 
 

新ᶵ⬟のᏛ⩦と䢑䡬䡷䢚䡬のᏛ⩦ᵓ㐀のኚ化 

ᅗ 2 0 は、௨上䛻༶した、௒᪥㏣求䛩䜉きඹ㐍ⓗ学⩦ 䊻 ඹ㬆 
䊻 䡮䢅䢉䢚䡬䡸䡪䢙䛸消費の༠๰の䡼䢚䡮䢁䢌䡹䢚䢍䜢♧䛩・ 

ᅗ 2 0 .共㐍的Ꮫ⩦・共㬆・協๰の䡼䢚䡮䢁䢌䡹䢚䢍. 

7. 結 論 
 

௒᪥、᪥ᮏ௻業は、䢉䢈䢛䡼䡶䢚䢙䡸䢙䢀䢚䢗䡬䢍䛸も⛠䛩䜉き 7䛴のᵓ

造ኚ化の┦஌䛻┤㠃し、௒ୡ⣖ึ䜑䛻䢆䡮䢈䢚䢔䡫䢀⤒Ⴀ䛻䜘䛳䛶

⡿ᅜ䜢始䜑䛸䛩䜛䡿䢚䡸䢚䡼䢕䡰䡶䢅䢌䡬の学⩦䛻ບ䜏、䛭の学⩦ᡂᯝ

䛸製造ᢏ⾡の⊂自のᙉ䜏䛸の⼥ྜ䛻ᡂຌした௻業䛸、ఏ⤫ⓗ

䛺自๓୺⩏䛻ᅛᇳした௻業䛸の間䛻䜏た➨ 1 ḟ஧ᴟ化䛻⥆

䛟䢚➨ 2 ḟ஧ᴟ化䜢きた䛩䛻⮳䛳䛶䛔䜛䚹䛭の⤖ᯝ、䢆䡮䢈䢚䢔䡫䢀䢚

⤒Ⴀ䛻ᡂຌし、ୡ⏺䛻ඃ఩䜢㄂䛳たᐙ電➼もᵓ造ⓗ䛺༴機䛻

┤㠃䛩䜛䛻⮳䛳䛶䛔䜛䚹 

䛣の䜘䛖䛺༴機䛻対䛩䜛対ᛂは、௒䜎での䜘䛖䛺౪⤥䡷䡮䢀䢚୺

యのᅾ᮶ⓗ䛺対ᛂ䛻は㝈⏺䛜䛒䜚、䡮䢅䢉䢚䡬䡸䡪䢙䛸消費䛸の༠

๰䛜୙ྍḞ䛸䛺䛳䛶き䛶䛔䜛䚹 

䛭のᚲ要性は、2011 年の年ḟ学⾡኱఍でもᣦ᦬し、䛭䜜䜢

ᐇ⌧䛩䜛༠๰の䢀䢔䡲䢚䡬は䡮䢅䢉䢚䡬䡸䡪䢙䛻᰿ᕪ䛩㠉᪂ⓗၟ品・䡷䡬

䢇䢚䡹䛸、ඃ䜜た機⬟䜢ᕼ求し、䡵䢚䡬䢍の୺ᙺた䜙䜣䛸䛩䜛消費者

の཮᪉の発䛩䜛䡸䡴䢚䢁䢕のඹ㬆䛻౫Ꮡ䛩䜛䛣䛸䜢♧し、㢦㠃䢈䡤

䡬䢀䢚䢆䢚䡫䡴௬ㄝ䛻❧⬮し䛶、䡷䡬䢏䡴䢚䢓䢈䡤䡬䜢用䛔たᐇドᐇ㦂䛻䜘

䛳䛶ᐇドし、䛭の⤖ᯝ䛛䜙ᚓ䜙䜜䜛ᢏ⾡⤒Ⴀ䜈の♧၀䜢♧し

た䚹 

1 年䜢⤒䛶、䢉䢈䢛䡼䡶䢚䢙䡸䢙䢀䢚䢗䡬䢍の᝿定௨上のᗈ䛜䜚䛻క䛖༠

๰の重要性の᱁ẁの高䜎䜚䛻࿧ᛂし䛶、ඹ㬆䜢ㄏ発䛩䜛䡰䢙䡸䢚

䢙のぢᴟ䜑䜢୰ᚰ䛻䜘䜚⥲ྜⓗ䛺ᐇ㦂・ศᯒ䜢ヨ䜏た䚹 

䛩䛺䜟䛱、᪥ᮏでの䢆䢛䡮䢗䡫䢀ᐇ㦂の⤒㦂䜢䢈䢕䛻ά用し䛶、䢈

䡤䢙䢓䢙䢀䢚䛻䛚䛔䛶、⿕㦂者自㌟䛸の┤᥋㛵㐃性䛜῝䛟、ᚲ↛ⓗ

䛻䛭の学⩦ᒚṔの཯ᫎᗘの高䛔、化⢝品䜢対㇟䛸したᐇ㦂䜢

㏣ຍし䛶、㢦㠃䢈䡤䡬䢀䢚䢆䢚䡫䡴௬ㄝのඖ䛸䛺䜛ᚰ⌮⏕⌮䢎䡲䢂䡹䢚䢍の

᭦䛺䜛ศᯒ䛸䛸も䛻、ඹ㬆䜢ㄏ発䛩䜛䡰䢙䡸䢚䢙の究明䛻ດ䜑た䚹 

䛥䜙䛻、2011 年の᪥ᮏでの䢆䢛䡮䢗䡫䢀ᐇ㦂⤖ᯝ䜢学⩦ㄏ発ຠ

ᯝのぢᴟ䜑䛻どⅬ䜢ᤣ䛘䛶ศᯒ䜢῝䜑䜛䛸ඹ䛻、䢈䡤䢙䢓䢙䢀䢚で

の学⩦ຠᯝ㏣求ᚿྥのᐇ㦂⤖ᯝ䛸のẚ㍑ศᯒ䛻㑌㐍した䚹

同᫬䛻、⏕ែ学䛻䛚䛡䜛学⩦ཎ⌮䜢䢖䢇䢚䡩䡬䛩䜛䛸ඹ䛻、᪥ᮏ

のከ機⬟ᦠᖏ電ヰ䛻䛚䛡䜛䢑䡬䡷䢚䡬学⩦䛸䛒䜟䛫䛶、ᦠᖏ電ヰ

自㌟の自ᕫቑṪⓗ発ᒎ䛻╔┠した学⩦⾜Ⅽのศᯒ䛻ດ䜑

た䚹 

䛭の⤖ᯝ、消費者の᪲┒䛺学⩦は、䡮䢅䢉䢚䡬䡸䡪䢙自㌟の学⩦

もゐ発し、䛭の学⩦は消費者の᭦䛺䜛学⩦䜢ၨ発し、䛭䜜は䡮

䢅䢉䢚䡬䡸䡪䢙の᭦䛺䜛学⩦䜢ㄏ発䛩䜛、䛸䛔䛖䡮䢅䢉䢚䡬䡸䡪䢙䛸消費者

のඹ㐍ⓗ学⩦䛜、䡮䢅䢉䢚䡬䡸䡪䢙䛻᰿ᕪした㠉᪂ⓗၟ品・䡷䡬䢇䢚䡹䛸

消費者䛸のඹ㬆䜢㩭明䛻ㄏ発䛩䜛䛣䛸䜢明䜙䛛䛻した䚹 

䛣䜜䛻ᇶ䛵き、䡮䢅䢉䢚䡬䡸䡪䢙䛸消費者཮᪉のඹ㐍ⓗ学⩦ 䊻

୧者のඹ㬆のㄏ発 䊻 䡮䢅䢉䢚䡬䡸䡪䢙䛸消費の༠๰のゐ発、䛸䛔

䛖䡼䢚䡮䢁䢌䡹䢚䢍のᙧᡂ䛜䢉䢈䢛䡼䡶䢚䢙䡸䢙䢀䢚䢗䡬䢍ୗ䛻䛚䛡䜛ᐇຠ䛒䜛䡮䢅

䢉䢚䡬䡸䡪䢙の㘽䛸䛺䜛䛣䛸䛜明䜙䛛䛻䛺䛳た䚹 

IBM の䢗䢎䡫䡿䡤 CEO の 䛂䡶䢙䢇䢛䡩䡬䡿䡤䢙䡴䢚のୡ⏺は機器䛜自䜙

学⩦䛩䜛䛄➨ 3 のẁ㝵䛅䛻ධ䜚、䡶䢙䢇䢛䡩䡬䡼䡬の機⬟䛜㐍化し䢇䢚䡫

䡴䢚䡿䢚䡬䡼䡬䜢ゎศᯒ䛩䜛⬟ຊ䜢ഛ䛘䜛䛣䛸で、௻業⤒Ⴀ䛻኱き䛺

ᙳ㡪䜢୚䛘䜛䛃 䛸のᣦ᦬は、䜎䛥䛻、௨上の㘽䜢Ὕᐹ䛩䜛もの

で䛒䜚、ᐙ電➼のᵓ造ⓗ༴機のᐇែ䛻↷䜙䛫䜀、ႚ⥭䛻ྲྀ䜚

⤌䜐䜉き᪉ྥで䛒䜛䚹 

௒ᚋ、䢆䢛䡮䢗䡫䢀ᐇ㦂䜢䛥䜙䛻発ᒎ㐍化䛥䛫、␗㉁䛺ᅜ᝟䛻

ᛂ䛨たᗈ⠊䛺㐺用䜢ಁ䛩䛸䛸も䛻、䡮䢅䢉䢚䡬䡸䡪䢙䛸消費者のඹ㐍

ⓗ学⩦䜢ຍ㏿ᣑ኱䛥䛫䜛䜘䛖䛺䢈䢛䢓䡫䢀䢈䡧䡬䢍のᗈ⠊䛺ᙧᡂ䜢ᅗ

䛳䛶䛔䛟䛣䛸䛜ㄢ㢟䛸䛺䜛䚹 
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